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ゆ
り
か
も
め
通
信
に
想
う 

  

「ゆ
り
か
も
め
通
信
」
と
は
、
養
育
里
親

さ
ん
の
機
関
紙
で
す
。
以
前
に
市
会
の
厚
生

委
員
長
を
し
て
い
た
時
に
、
総
会
に
出
席
し

た
の
を
き
っ
か
け
に
賛
助
会
員
に
な
ら
し
て

い
た
だ
い
た
関
係
で
、
送
ら
れ
て
く
る
お
便

り
で
す
。 

 

子
ど
も

へ
の
虐
待
事
件
が
後
を
た
た
な
い

状
況
下
で
、
何
か
で
き
な
い
か
と
、
子
ど
も

が
で
き
な
い
ご
家
庭
だ
け
で
な
く
、
実
子
が

お
ら
れ
て
も
、
養
育
里
親
と
し
て
登
録
さ

れ
、
子
ど
も
さ
ん
を
育
て
ら
れ
て
い
る
方
が

お
ら
れ
ま
す
。 

 

昨
日
届
い
た
通
信
で
は
、
そ
ん
な
里
親
さ

ん
の
お
話
が
い
く
つ
も
掲
載
さ
れ
て
い
て
、

心
が
温
ま
り
、
涙
が
で
ま
し
た
。
子
ど
も
も

里
親
さ
ん
も
最
初
は
大
変
だ
け
ど
、
心
通
わ

さ
れ
、
家
族
に
な
っ
て
い
か
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
ほ
ん
と
の
両
親
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
早
い
内
か
ら
お
話
さ
れ
る
方
や

一
定

の
年
齢
に
な
っ
て
か
ら
お
話
さ
れ
る
方
も

様
々
で
す
が
、
そ
れ
も
乗
り
越
え
ら
れ
て
、

家
族
と
し
て
の
絆
を
深
め
て
い
か
れ
ま
す
。 

 

法
的
に
養
子
縁
組
を
さ
れ
る
方
も
あ
り
ま

す
が
、
実
は
そ
の
時
に
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

の
場
合
は
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
条
件
と
し
て
、
戸
籍
上
の
両
親
が
必

要
と
の
こ
と
で
、
同
性
婚
が
法
制
化
さ
れ
て

い
な
い
中
で
、
養
育
里
親
に
な
れ
て
も
、
戸

籍
上
は
親
子
に
は
な
れ
な
い
と
の
こ
と
。
な

ん
だ
か
ま
だ
ま
だ
、
戸
籍
に
と
ら
わ
れ
る
日

本
社
会
の
矛
盾
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。 

 

京
都
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
宣
誓
制
度

に
は
す
で
に
３
０
組
の
方
が
登
録
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。
法
的
に
も
同
性
の
婚
姻
も
早

く
、
認
め
る
べ
き
で
す
。 

ホームページぜひ、ご覧下さい。 http://tamamoto-narumi.jp/ 

京都市内でのフラワーデモに参加。 

 

 河原町四条で久々に開催され、参加しました。コロナの影響

を考え、スタンディングで、マイクでは話さず、「性暴力を許

さない」「不当判決を許さない」「杉田水脈議員の辞職を求め

ます」等のプラカードとお花を手にアピールしました。プラ

カードをじっと見ながら歩いていかれることもありました。 

 11日は全国各地で、集会やアピール行動を行われますが、

地域毎にアピールの仕方は違うとのこと。京都では外向けにマ

イクなどでどんどん訴えるというより、参加者が語れるような

場の提供を大切にしてきたとのこと。しばらくはコロナ禍で、

集会的なやり方は見合わせ、短時間だけど、街中でスタンディ

ングでアピールするとのこと。 

自民党の杉田水脈衆議院議員の暴言「女性はいくらでも嘘をつ

けるから」に怒りを込めて、目力でスタンディングしました。 

 

左
か
ら
３
番
目
が
玉
本
な
る
み

市
議 

決算特別委員会 報告 
 玉本市議は消防局と文化市民局に対して質疑しました。 

＜消防局＞ 

①北消防署建設が進む中、住民の皆さんのサイレン音への

不安について質疑。北消防署の建て替えは、老朽化、耐震

化の問題から求めてきたもの。しかし、問題は移転先。大

宮交通公園内は住宅地のど真ん中。住環境への影響があま

りにも大きすぎます。サイレンは大通りに出てから鳴らす

ことができるのではないかという問い合わせがあります

が、走行し出すと鳴らすことは法的に定められています。

しかも、音の下限が90デシベルなので、極めて騒音という範

疇。配慮ができないのか質疑しました。サイレンを鳴らさ

ないことはできない。しかし、トーンの調整はできるとのこ

とで、一度その違いを確かめたいと思っています。現在の

北山通りにある北消防署ではサイレン音などの苦情は1件も

ありません。説明会は何度も対応してきており、今後しな

いと冷たい答弁でした。消防署と地域住民が対立する関係

になってはいけない。後から、住宅内に入り込む立場とし

て、丁寧な対応が必要と求めました。 

②消防局と地域包括支援センターの連携 高齢化や一人暮

し、酷暑による熱中症など、救急車の出動回数は増えてい

ます。地域の高齢者支援を行う包括支援センターとの日常

からの連携が必要と質疑しました。以前は窓口となる救急

係長とうポストがありました。人員削減はしてはならない

と厳しく追及しました。 

＜文化市民局＞ 

①ジェンダー平等社会をめざして 

・男女共同参画計画の見直しにあたって、男性の育児取得

率の向上や女性の管理職に占める割合がまだまだ低いこと

を取り上げ、目標を引き上げ取り組む事を求めました。そ

して、そのベースには超過勤務などの働き方の問題が根強

くあることについて、指摘し改善を求めました。 

②パートナーシップ宣誓制度では、財産権の問題など限界

がある。法的に、『同性婚』を国に対して求めて行く必要

があると追及しましたが、国が決めることという立場で、

消極的な答弁を繰り返しました。 

③文化芸術活動をも守る取り組みについて 

 新型コロナ禍で、公演や各種イベントの中止や自粛開催

が続く中、文化芸術関係の仕事は激減し、生活そのものが

厳しくなっています。補正予算でこれまで10億円近い対策

をしてきたが、来年度にも続く影響を考え、生活支援も含

めての予算にする必要を求めました。 

 日本の文化予算は他国に比べて極めて少ない。韓国の10

分の１、フランスの8分の１、ドイツの4分の１です。抜本

的な政治のあり方が問われます。 


